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	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、平均サイズが200アミノ酸の小さなGTP/GDP結合タンパク質であるRASスーパーファミリーのメンバーです。RAB/YPTファミリーのRAS関連タンパク質は、小胞体からゴルジ体および細胞膜へのタンパク質の輸送に関与していると考えられます。このタンパク質は、イヌRAB8、マウスMEL、およびマウスYPT1タンパク質とそれぞれ97%、96%、および51%の相同性があり、すべてのRASタンパク質に存在する4つのGTP/GDP結合部位を含みます。このタンパク質の推定エフェクター結合部位は、RAB/YPTタンパク質のものと類似しています。ただし、このタンパク質は、多くのRASスーパーファミリーメンバーに特徴的であるが、YPT1および大多数のRABタンパク質には見られないC末端CAAXモチーフを含みます。この遺伝子はメラノーマ細胞株から形質転換遺伝子として単離されましたが、MELと悪性黒色腫との連鎖は証明されていません。この癌遺伝子は、染色体19p13.1上のMY09Bから800kb遠位に位置しています。
	研究分野
	オートファジー
	画像データ
	

	黒線: コントロール抗原 (100 ng); 紫線: 抗原 (10 ng); 青線: 抗原 (50 ng); 赤線: 抗原 (100 ng);
	

	Rab8 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した HeLa 細胞のフローサイトメトリー分析。

